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■クラブ活動、今年の決算… 壁を乗り越え、来年も頑張ろう
クラブ活動は、強制ではなく自らの希望で入部・活動するものです。しかし、中学や高校

時代は、教科の学習以外に何か一つ良いことに打ち込んだり、熱中して将来の何らかの糧を

実体験して欲しいものです。体力や忍耐力、“頑張ろうとする力”などを育むだけでなく、

同じ趣向や目標を持った同級生や異年齢の人との活動は、社会性も育み将来きっと役に立つ

はずです。そういう場としてクラブ活動は、最適です。学校生活の延長で活動出来ますから

時間の無駄も有りません。受益者負担で多少の活動費（部費

等）は必要ですが、学校外活動よりも安価です。本校もそう

言う理由で、全員の先生方の協力の下、文化部も含め部活動

数が増えました。少子化、指導者不足等の問題で学校のクラ

ブにない運動種目は学校外活動でなくてはなりませんが…

現在は本校での主たる活動は、実質１・２年生となっていま

す。今年の決算・反省、頑張ったことなどを聞いてみました。

＜３階体育館も貴重な練習場所です＞ 男子卓球部県大会、迫る 山田晴登：「顧問やコーチの話

を聞いてしっかり練習した。団体戦では、阪神３位、尼崎２位という結果。もっとチームメ

ートを応援していかないということがわかりました。」

女子卓球部永里涼華：「大会では阪神大会止まりで､良い成績を

残せませんでした。多球やラリーをメインにし、試合形式の練習

があまり出来なかったので､多くできるように心がけたい」

ソフトテニス部足立未悠里：「新チームになり､夏の厳しい練習、

ランニングと共に部活の楽しさというものを学べた。周りを見て

いない､自分の考えが甘すぎるなどの反省点が多くありますが､強い ＜寒い中、頑張るソフトテニス＞

プレーヤーになるため頑張っています。ライバル意識を持ちながら、部全体のレベルが上げ

られるように教え合えたことが良かった」 ＊年末に滋賀県で近畿大会

柔道部中路梨渚：「阪神大会・県大会出

場。練習にまじめに取り組んでいないと

きもあったが、目標を持って練習に取り

組み、仲間と活動して試合で勝つことの

喜びを皆で知れたことは良かった」

＊１／１０阪神大会があります。

＜清掃→練習の柔道部＞ 男子バスケット部近藤径世：「新チーム

になって、練習がきつくなったけど

みんな諦めずに必死に頑張っている

ところがよかった。手を抜いて練習

している人がないようにしていきた

い」

女子バスケット部柄谷菜々子：「１

年生も入り、人数を増えました。今

まで出来なかった練習も出来るよう

になりました。１つでも勝つことが多くなるように頑張っていきたい。」



下坂部小にバスケ指導に 本日、男女バスケ部は午後から下小に男女部員２０名が、ミ

ニバス大会のための指導に行きます。ゲーム形式の練習披露した後、小６児童と合同練習の

予定です。プレーは元より、先輩らしい行動が大切です。

野球部盛 翔大：「新チームになってから､大会前などに色々な

事があり､１大会しか出られなかったので…どんな練習でもしっ

かり出来るようにしたいと思う。」

２３日（祝）に昨年も行いました NTT 西日本野球部（ＯＢ）の

方と交流試合を本校で行います。今年は､現役選手も来校して頂

けるとのこと。趣味の野球の域を越えた ＜合同チームは健在：野球部＞

プレーや言動に学びたいものです。

陸上競技部田中稜貴：「市内総体４位。来シーズンは､新メンバーで

更に良い結果を目指したい。仲間とのチーム関係も良かったので､今

後は一人ひとりの意識を強くしたい。大会中の態度も反省し､良い雰

囲気を作っていきたい。」 岡 千夏：「９人（３年）という人数

だからこそ互いにわかり合って､困難を乗り越えられた。反省もたく

＜運動場最多の陸上部＞ さんありますが私達らしく頑張ってきました。

「もっと強くなりたい 上手くなりたい」 その思いが自分自身を鍛えます

冬の地道な練習が春につながる道です！：運動部

茶華道部福田あゆみ：「本格的なお茶のたてかたや味わいを感じながらとても成長していま

す。華道でも文化発表会で得た知識を生かして、

自分の心のままに生けられるようになってきまし

た。１年生も２年生も元気すぎるところはありま

すが､１学期より成長しています。」＊１９日と本

日、いちご大福を作って試食。売り物になる！？

ＥＳＳ部濱名亮介：「６月頃から“はらぺこ猫”の練習をしてき

＜部屋に入れば“和風”が感じられる雰囲気が…＞ました。２人だけでとても大変でしたが、英語祭で銅賞を取ること

が出来て良かった。展示作品も作ることが出来満足です。」大作発表した文化発表会・英語

祭後、活動は小休止。次は、２月の小学生クラブ体験に向けて…。

ＢＬＣ上畑佑誠：「４月に新しい畑を開墾。固い土を耕して柔らかい畑にするのはとても大

変でした。反省は､学校を休む人が多かったこと…頑張ったのは､毎日の水やりと草抜き。取

れたての野菜を家に持って帰って家族と食べた時、本当に美味しくて嬉

しかったですね。」 ＊農園を覗くと、白菜、大根が出来てました。

合唱部 茂山 碧：「文化発表会と小田まつりを頑張った。文化発表会

は緊張して､音程が不安な所が小＜鍋を待つ声になっていた…仲間と活

動して良かったことは､発表などを重ねていくうちに皆の声が大きくな

って来たところです。」

美術部池田朝萌：「作業を進めつつも落書きや

しゃべりが多かったが、模写をしたり砂絵のイ

ラストの案を出し合ったりと頑張った。 ＜特活室での練習＞

吹奏楽部 野崎叶美：「コンクールや定期演奏家、その他地域のイ

ベントなどでたくさんのことを学

ぶことが出来ましした。大変なこ

ともありましたが、みんなで演奏

することがとても楽しいと感じる

＜各所でパート練習：吹奏楽＞ 事が出来た１年でした」

理科部 原田 采佳：「夏や生き物を殺さないように、水

の温度調節をした。えさのやり過ぎとその生き物に合わせ

てえさの量を変えることなどに注意した。」 ＜理科室でお楽しみ活動しました＞


